
○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
九
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全

性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
基
準
を
定
め
て
指

定
す
る
医
療
機
器
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
十
二
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
の
十
一
の
項
に
掲
げ
る
品
目
の
う
ち
ハ
ロ
タ
ン
用
麻
酔

薬
気
化
器
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間
は
、
改
正
後
の
告
示
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
一

１

イ
ソ
フ
ル
ラ
ン
用
麻
酔
薬

次
の
評
価
項
目
に
つ
い
て
厚

麻
酔
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
、

気
化
器

生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛
生

揮
発
性
麻
酔
薬
を
あ
ら
か
じ

２

デ
ス
フ
ル
ラ
ン
用
麻
酔
薬

局
長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り

め
設
定
さ
れ
た
濃
度
に
気
化

気
化
器

評
価
す
る
こ
と
。

さ
せ
る
た
め
に
使
用
す
る
こ

３

セ
ボ
フ
ル
ラ
ン
用
麻
酔
薬

１

濃
度
設
定
範
囲
及
び
濃

と
。



気
化
器

度
精
度

４

ハ
ロ
タ
ン
用
麻
酔
薬
気
化

２

気
密
性

器

３

濃
度
調
整
機
構

４

高
流
量
酸
素
添
加
に
伴

う
蒸
気
圧
力

５

円
錐
コ
ネ
ク
タ
の
形
状

及
び
精
度

６

交
差
汚
染
防
止
機
能

７

薬
液
充
填
機
能

８

薬
液
漏
出
防
止
機
能

別
表
第
三
の
二
十
七
の
項
及
び
三
百
七
十
二
の
項
使
用
目
的
又
は
効
果
の
欄
中
「
こ
と
。
」
の
下
に
「
な
お
、M

R

装

置
の
静
磁
場
強
度
は
四
テ
ス
ラ
以
下
で
あ
る
こ
と
。
」
を
加
え
る
。

別
表
第
三
の
七
百
六
十
六
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
百
六
十

削
除

削
除

削
除

六
別
表
第
三
の
八
百
二
十
七
の
項
使
用
目
的
又
は
効
果
の
欄
中
「
こ
と
。
」
の
下
に
「
な
お
、M

R

装
置
の
静
磁
場
強
度



は
四
テ
ス
ラ
以
下
で
あ
る
こ
と
。
」
を
加
え
る
。


